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ＳＤＧｓ世界を変えるための１７の目標 
 

 

 

あらゆる場所のあらゆる形態の貧困を終わらせる。 

 

飢餓を終わらせ、食料安全保障及び栄養改善を実現し、持続可能な農業を

促進する。 

 

あらゆる年齢のすべての人々の健康的な生活を確保し、福祉を促進する。 

 

すべての人々への包摂的かつ公正な質の高い教育を提供し、生涯学習の機

会を促進する。 

 

ジェンダー平等を達成し、すべての女性及び女児の能力強化を行う。 

 

すべての人々の水と衛生の利用可能性と持続可能な管理を確保する。 

 

すべての人々の、安価かつ信頼できる持続可能な近代的エネルギーへのア

クセスを確保する。 

 

包摂的かつ持続可能な経済成長及びすべての人々の完全かつ生産的な雇用

と働きがいのある人間らしい雇用(ディーセント・ワーク)を促進する。 

 

強靱（レジリエント）なインフラ構築、包摂的かつ持続可能な産業化の促

進及びイノベーションの推進を図る。 



4 

 

 

各国内及び各国間の不平等を是正する。 

 

包摂的で安全かつ強靱(レジリエント）で持続可能な都市及び人間居住を実

現する。 

 

持続可能な生産消費形態を確保する。 

 

気候変動及びその影響を軽減するための緊急対策を講じる。 

 

持続可能な開発のために海洋・海洋資源を保全し、持続可能な形で利用す

る。 

 

陸域生態系の保護、回復、持続可能な利用の推進、持続可能な森林の経営、

砂漠化への対処、ならびに土地の劣化の阻止・回復及び生物多様性の損失

を阻止する。 

 

持続可能な開発のための平和で包摂的な社会を促進し、すべての人々に司

法へのアクセスを提供し、あらゆるレベルにおいて効果的で説明責任のあ

る包摂的な制度を構築する。 

 

持続可能な開発のための実施手段を強化し、グローバル・パートナーシッ

プを活性化する。 

  

 

※目標１７「パートナーシップで目標を達成しよう」については、すべての取組に対

応しています。 
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新年度の主な取組（案） 

 
１ やさしい共生社会に向けた取組 

（千円） 

No 項目 内  容 課名、予算額 

１ SDGs の推進 

 

 

（新規） 

【趣旨・目的】 
「SDGs未来安心都市・明石」を掲げ、「いつまでも」「す

べての人に」「やさしいまち」を実現するため、SDGsの理念
を反映した次期総合計画の策定をはじめ、全市的な取組を
推進する。 

 
【事業の内容】 
 〇「（仮称）あかしSDGs推進計画（第６次長期総合計画）」

の策定 
  ・計画期間：2021年度～2030年度（10年間） 
  ・策定時期：2021年3月議会に提案（予定） 
 
 〇SDGsの周知・啓発 
  ・オール明石で取組を推進するため、広報あかしによる

市民への周知や、商工会議所等と連携した市内事業者
への研修や啓発などを実施する。 

 
【SDGｓの目標】 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

政策室 

5,437 

 

 
 

国・県 0 
起 債 0 
その他 0 
一般 5,437 
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１ やさしい共生社会に向けた取組 
（千円） 

No 項目 内  容 課名、予算額 

２ 

 

認知症になって

も安心して暮ら

せるまちづくり

の推進 

 

 

（拡充） 

【趣旨・目的】 
  認知症の人やその家族の意思が尊重され、認知症になっ

ても住み慣れた地域で安心して生活することができるまち
づくりを進めるため、認知症施策の指針となる条例の制定、
認知症への理解促進、認知症の早期支援等の取組を進める。 

 
【事業の内容】 
 〇（仮称）認知症施策推進条例の制定に向けた取組 
  ・当事者、有識者、関係機関、地域団体等で構成する検

討会にて条例案を検討する。 
 
 〇認知症サポーターの養成強化及び活動促進 
  ・こどもを対象としたサポーター養成講座の開催 
  ・サポーターのステップアップ研修の充実及び活動支援 
  
 〇認知症早期支援 
  ・認知症診断費等助成事業の実施継続 など 
 
【SDGｓの目標】 

 

地域共生社会室 

高齢者総合支援室 

27,706 

 

 

 
 

国・県 8,910 
起 債 0 
その他 14,760 
一般 4,036 

３ 成年後見制度の

活用促進 

 

 

（拡充） 

【趣旨・目的】 
  認知症や知的障害、精神障害等により判断能力が十分で

ない人が、地域社会の中で自分らしい生活を送れるよう、
条例制定に向けた取組などを推進する。 

 
【事業の内容】 
 〇（仮称）成年後見制度活用条例の検討 

・成年後見制度の活用促進に関する施策展開の指針とな
る条例を有識者、関係機関、地域団体等で構成する検
討会にて検討 

 
〇シンポジウムの実施 
・市民の成年後見制度に対する理解を促進し、その活用
促進につなげるためのシンポジウムを開催 

 
【SDGｓの目標】 

 

地域共生社会室 

46,090 

 

 
 

国・県 1,136 
起 債 0 
その他 0 
一般 44,954 
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１ やさしい共生社会に向けた取組 
（千円） 

No 項目 内  容 課名、予算額 

４ 高齢者等の移動

支援のあり方の

検討 

 

 

（新規） 

【趣旨・目的】 
高齢者等のニーズを踏まえ、将来にわたり安心して外

出することができるよう、今後のたこバスやバス・タク
シー優待乗車制度のあり方などについて検討を行う。 

 
【事業の内容】 
 〇（仮称）高齢者等の移動支援のあり方検討会 
  ・開催回数：５回程度 
  ・委  員：10名程度（学識経験者、地域・高齢者・障

害者団体代表、交通事業者など） 
  
【SDGｓの目標】 

  

政策室 

高齢者総合支援室 

障害福祉課 

都市総務課 

309 

 

 

 

 
 

国・県 0 
起 債 0 
その他 0 
一般 309 

５ 敬老優待乗車制

度（寿タクシー

券）増額の継続 

 

 

（継続） 

【趣旨・目的】 
  高齢者の移動支援を図るため、敬老優待乗車制度（寿タ

クシー券）の増額を継続する。 
今後の敬老優待乗車制度のあり方については、「（仮称）

高齢者等の移動支援のあり方検討会」の中で検討していく。 
 
【事業の内容】 
 〇寿タクシー利用券の増額 

・2,000円分→4,000円分に倍増を暫定的に継続 
 

【SDGｓの目標】 

  

高齢者総合支援室 

135,000  

 

 

 

国・県 0 
起 債 0 
その他 0 
一般 135,000 
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１ やさしい共生社会に向けた取組 
（千円） 

No 項目 内  容 課名、予算額 

６ 持続可能な交通

ネットワークの

構築 

 

 

（拡充） 

【趣旨・目的】 
  持続可能な交通ネットワークを構築するため、たこバス

のルート再編検討や、継続運行に向けた運送事業者に対す
る補助金の増額を行うとともに、グリーンスローモビリテ
ィの実証調査運行を実施する。 

 
【事業の内容】 
 〇たこバスルートの再編検討 
   乗客の積み残しが発生している金ヶ崎・錦が丘ルート

において、車両の大型化に伴うルート再編検討を行う。 
  ・事 業 費：3,000千円 
 

〇たこバスの継続運行に向けた補助金の増額 
人件費や燃料費の高騰等により運行経費が増加してお

り、たこバス運送事業者に対して補助金を増額する。 
  ・増額予算：47,000千円 
  
 〇グリーンスローモビリティの導入検討 

移動が困難な地域の移動の円滑化を図るため、地域と
最寄りバス停などを結ぶ実証調査運行を実施する。 

  ・対象地域：１地域程度 
  ・運行期間：約１か月 
  ・事 業 費：2,800千円 
 
【SDGｓの目標】 

  

都市総務課 

223,660 

 

 
 

国・県 0 
起 債 0 
その他 0 
一般 223,660 

７ 高齢者運転免許

自主返納の促進 

 

 

（継続） 

【趣旨・目的】 
高齢者による交通事故の未然防止を図るため、運転に不

安のある高齢者が免許をより返納しやすい環境を整え、運
転免許の自主返納を促進する。 

 
【事業の内容】 

自主返納者や返納を勧めた人に対して、図書カードなど
を進呈する。 

 ・対象者：65歳以上の高齢者 
 ・自 主 返 納 者：図書カードなど（3,000円分） 

反射材付きエコバック 
 ・返納を勧めた人：図書カードなど（1,000円分） 
 
【SDGｓの目標】 

  

交通安全課 

5,676 

 

 
 

国・県 0 
起 債 0 
その他 0 
一般 5,676 
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１ やさしい共生社会に向けた取組 
（千円） 

No 項目 内  容 課名、予算額 

８ 高齢者活躍支援

の充実 

 

 

（継続） 

【趣旨・目的】 
  高齢者の社会参加の促進や生きがいづくり等に寄与し、

高齢期の生活を健全で豊かなものにするため、高年クラブ
やシルバー人材センター等の活動を支援し、高齢者の加入
を促進する。 

 
【事業の内容】 
 〇高年クラブ等の活動支援 
  ・高年クラブ活動助成金の支給 
    会員30人以上     年額120,000円 
    会員25人以上30人未満 年額 84,000円 
    会員10人以上25人未満 年額 60,000円 
  ・高年クラブへの加入促進 
    ＰＲ冊子の作成、配布 

地域での活動紹介などの支援 
  ・シニア活動応援助成金の支給 
    １団体最大50万円（整備費25万円、運営費25万円） 
  
 〇シルバー人材センターの運営支援 
  ・運営に対する補助 
   シルバー人材センターの主な事業 
    臨時的、短期的な就業機会の確保及び提供 
    就業に必要な知識及び技能の付与を目的とした講習

会等の開催 
    就業相談の実施 など 
  ・加入、就業促進に対する支援 
    シルバーフェスティバルの支援など（加入・就業促

進セミナーの実施、活動紹介ビデオの制作等） 
 

【SDGｓの目標】 

 

高齢者総合支援室 

地域共生社会室 

45,929 

 

 
 

国・県 9,473 
起 債 0 
その他 2,603 
一般 33,853 

９ （仮称）あかしイ

ンクルーシブ条

例の制定に向け

た取組等 

 

 

（拡充） 

【趣旨・目的】 
  これまでの「やさしいまちづくり」をさらに拡充し、誰

も取り残されることなく、すべての人たちが大切にされる
インクルーシブな社会を実現していくため、条例制定に向
けた取組などを推進する。 

 
【事業の内容】 
  共生社会の実現に向け、「こころのバリアフリー」と「ユ

ニバーサルデザインのまちづくり」を大きな柱として、主
に以下の取組を進める。 

 ・（仮称）あかしインクルーシブ条例の制定に向けた取組 
 ・市職員や事業者を対象とした「インクルーシブ」に関す

る理解を深める研修会の実施 
 ・当事者とともに様々な施策を進めるための仕組みづくり 
 ・（仮称）あかしユニバーサルスポーツ連盟設立に向けた取

組 
 
【SDGｓの目標】 

     

福祉総務課 

9,152 

 

 
 

国・県 6,864 
起 債 0 
その他 0 
一般 2,288 
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１ やさしい共生社会に向けた取組 
（千円） 

No 項目 内  容 課名、予算額 

10 合理的配慮の提

供支援に係る助

成等 

 

 

（拡充） 

 

 

 

 

 

 

【趣旨・目的】 
  障害のある人もない人も共に安心して暮らせる共生のま

ちづくりを推進していくために、商業者や地域の団体が障
害のある人に必要な合理的配慮を提供するためにかかる費
用などを助成する。 

 
【事業の内容】 
 〇合理的配慮の提供支援に係る助成金（継続） 
  ・対 象：事業者や自治会など 
  ・内 容：合理的配慮を容易に提供できるようにするた

め、点字メニューなどのコミュニケーション
ツールの作成、筆談ボードなどの物品の購入、
スロープ・手すりの設置工事などの施工にか
かる費用を助成する。 

  ・助成額：取組内容に応じて上限５～20万円（全額助成） 
 
 〇SDGｓインクルーシブ商店街補助金（新規） 
  ・対 象：市内商店街３件（モデル商店街を選定） 
  ・内 容：ソフト・ハードを問わず商店街が自主的に実

施するインクルーシブ社会の実現に向けた取
組に対し助成する。 

  ・補助額：上限50万円（全額助成） 
 
【SDGｓの目標】 

   

福祉総務課 

産業政策課 

5,500 

 

 

 
 

国・県 3,000 
起 債 0 
その他 0 
一般 2,500 

11 ユニバーサルデ

ザインのまちづ

くり 

 

（拡充） 

 

【趣旨・目的】 
  共生社会の実現に向けて、誰もが安全で快適に移動する

ことができるまちにするため、年齢や性別、障害の有無に
かかわらず多様な市民の視点に立ったまちづくりを推進す
る。 

 
【事業の内容】 

〇「あかし案内所」の運営 
 ・明石駅前において、多様なニーズに応じた情報などを

提供する案内所や、誰もが利用しやすいユニバーサル
デザインの公共トイレ等を備える施設を運営する。 

 
〇「明石市ユニバーサルデザインのまちづくり実行計画」

の策定 
 ・高齢者や障害者などを含む利用者、交通事業者、公共

施設管理者などの関係事業者と「明石市ユニバーサル
デザインのまちづくり協議会」を運営し、協議する。 

 ・障害当事者との現地調査や協議会による検討などを踏
まえて、重点的に取組を行う地区、取組内容などを規
定する実行計画（基本構想）を策定する。 

 
【SDGｓの目標】 

    

政策室 

シティセールス課 

35,500 

 

 
 

国・県 2,166 
起 債 0 
その他 0 
一般 33,334 
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１ やさしい共生社会に向けた取組 
（千円） 

No 項目 内  容 課名、予算額 

12 みんなの居場所

づくりプロジェ

クトの実施 

 

 

（拡充） 

【趣旨・目的】 
  こども、高齢者、障害者、認知症の人等を含めたすべて

の市民が、互いに交流し、支え合い、誰もが住みよい地域
づくりを行う地域共生社会の実現のため、介護保険制度も
活用しながら、居場所づくり、交流促進等の事業を実施す
る。 

 
【事業の内容】 
 〇地域共生社会づくり事業補助金の創設 
   下記の３事業に対し、会場整備や運営等に要する費用

についての補助、実施団体に対する必要な助言・研修等
を行う。 
・「みんな食堂事業」 
食を通じて地域住民が交流し、気づきと支え合いを育
む。 

  ・「地域の居場所事業」 
地域住民の交流の場として、サロン活動を基本に、可
能な範囲で健康づくり活動やレクリエーション、相談
事業等を行う。 

  ・「地域支え合い活動事業」 
地域住民等の困りごとの手助けを行う。 
 

 〇みんな農園事業の実施（パイロット事業） 
  ・こども、高齢者、障害者等を含む地域住民が、みんな

で農作業に取り組み、交流する機会を継続的に設ける
ことで、新たな居場所の創設、相互理解、社会参加の
促進を図る。 

  ・農園の開設及び運営等に要する費用についての補助、
実施団体に対する必要な助言・研修等を行う。 

 
【SDGｓの目標】 

  

地域共生社会室 

12,265 

 

 

 

国・県 1,012 
起 債 0 
その他 1,363 
一般 9,890 



12 

 

１ やさしい共生社会に向けた取組 
（千円） 

No 項目 内  容 課名、予算額 

13 ユニバーサル歯

科診療所の開設 

 

 

（拡充） 

【趣旨・目的】 
  現行の休日歯科急病センター兼障害者等歯科診療所を、

診療体制を充実して地域の一般歯科医との連携を強化し、
本市の歯科口腔保健をさらに推進する拠点施設とするた
め、市民病院の敷地内へ移転し、新たにユニバーサル歯科
診療所として設置し事業を拡大する。 

 
【事業の内容】 
 〇施設概要 

・延床面積：369.09㎡（２階建て） 
・供用開始：2020年６月（予定） 

  
〇実施事業 
障害者等歯科診療 
 ・診療日時を拡充（週２日から週６日へ拡大） 
 ・歯科診療台を増やし（３台から５台へ増設）、常勤医

を配置する等診療体制を拡充 
・全身麻酔治療に対応 

休日歯科診療 
一般歯科診療所の後方支援 
・障害者や有病高齢者等の歯科診療について、研修の実

施や診療のバックアップ 
医科歯科連携の推進 
・市民病院入院患者に対する周術期口腔ケア等、医科歯

科連携の推進 
 

【SDGｓの目標】 

  

保健総務課 

111,888 

 

 

 

国・県 0 
起 債 0 
その他 54,530 
一般 57,358 

14 ひきこもり相談

支援の充実 

 

 

（拡充） 

【趣旨・目的】 
ひきこもりの当事者や家族の抱える生きづらさに寄り添

いきめ細かい支援を行う。また、様々な要因や年齢層に応
じた支援を行うため関係機関のネットワークの構築や地域
づくりを行い、ひきこもり支援体制の整備を図る。 

 
【事業の内容】 
 〇ひきこもり専門相談 

・「ひきこもり専門相談ダイヤル」「ひきこもり専門Web相
談」の設置 

・来所相談や訪問による継続相談を実施 
 
 〇家族支援の強化 
  ・家族相談や家族教室の実施、家族向けパンフレットの

作成 
 
 〇関係機関のネットワーク会議の開催 
 
 〇地域づくり支援 
  ・市民等を対象としたひきこもりサポーター養成講座や

出前講座の実施 
 
【SDGｓの目標】 

 

ひきこもり相

談支援課 

4,152 

 

 
 

国・県 1,701 
起 債 0 
その他 0 
一般 2,451 
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１ やさしい共生社会に向けた取組 
（千円） 

No 項目 内  容 課名、予算額 

15 LGBT／SOGI施策

の推進 

 

（新規） 

【趣旨・目的】 
  性の多様性への理解を促進し、どのようなSOGIであって

も、誰もがありのままで暮らせるまちづくりを進めていく
ために必要な施策を推進する。 

 
【事業の内容】 
 ・LGBT／SOGI施策推進ネットワークを立ち上げるなどして、

当事者等の意見を聴き、関係団体等との連携体制を構築
する。 

 ・パートナーシップ制度の導入を見据え、体制づくり等必
要な施策を推進する。 

 ・（仮称）あかしLGBTフェスタを開催するなど、市民理解を
深めるための啓発を推進する。 

  
 ※SOGI(ソジ)：性的指向と性自認のことで、異性愛の人な

ども含めてすべての人が持っている属性。 
 
【SDGｓの目標】 

   

政策室 

1,700 

 

 

 

国・県 0 
起 債 0 
その他 0 
一般 1,700 
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１ やさしい共生社会に向けた取組 
（千円） 

No 項目 内  容 課名、予算額 

16 更生支援の推進 

 

 

（拡充） 

【趣旨・目的】 
  共生のまちづくり、安全・安心のまちづくりのため、2019

年４月に施行された「明石市更生支援及び再犯防止等に関
する条例」に基づき、高齢者や障害者など、支援を必要と
する人たちが、罪を犯したことにより社会から孤立し、再
犯に至ることがないよう、地域で再スタートができる適切
な支援につなぐとともに、市民理解増進のための更なる取
組を行う。 

 
【事業の内容】 
 〇更生支援ケース対応 

・捜査・公判段階の人に対する支援（入口支援）及び刑
務所等から出所する人に対する支援（出口支援）を実
施する。 
(社会福祉士などの専門職を配置する法人に更生支援
コーディネート事業として業務委託) 

 
 〇関係機関の連携構築のための情報交換・情報共有など 

・明石市更生支援ネットワーク会議の開催 
・明石市更生支援推進調査検討会の開催 
・市町村再犯防止等推進会議への参画 
・矯正施設所在自治体会議への参画 

 
〇市民啓発イベントの開催 
・名称：あかし更生支援フェア 
・時期：2020年７月 
・場所：あかし市民広場(予定) 
・内容：更生支援に関する啓発・展示 

えきまえ矯正展(神戸刑務所 他) など 
 
〇市民理解増進の取組 
・更生支援について理解を深めていただくための市民向
け講座を開催 

 
【SDGｓの目標】 

  

地域共生社会室 

9,348 

 

 

 
 

国・県 3,670 
起 債 0 
その他 0 
一般 5,678 
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１ やさしい共生社会に向けた取組 
（千円） 

No 項目 内  容 課名、予算額 

17 犯罪被害者等に

対する支援の充

実 

 

 

（拡充） 

【趣旨・目的】 
  誰もが犯罪被害に遭う可能性がある現在、すべての市民

が安心して暮らせるまちづくりを進めていくため、犯罪被
害者等に対し継続的かつきめ細やかな支援を行うととも
に、基金を設置するなど将来のセーフティネットとしての
施策を推進する。 

 
【事業の内容】 
 ・総合相談窓口の設置、各種の情報提供等 
 ・支援金、貸付金並びに刑事裁判手続き及び民事裁判手続

きに参加する場合の旅費の補助等の経済的支援 
 ・家事援助、介護支援者の派遣、一時保育に要する費用補

助、家賃補助、転居費用の補助、教育関係費支援、就労
準備金支援等の日常生活の支援 

 ・再提訴等支援、真相究明支援 
 ・立替支援金 
 ・特例給付金の支給、住居復旧・防犯対策費用の補助、宿

泊費用の補助、財産開示手続及び第三者からの情報取得
手続に要する費用補助（新規） 

 
【SDGｓの目標】 

 

市民相談室 

9,607 

 

 
 

国・県 0 
起 債 0 
その他 3,301 
一般 6,306 
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１ やさしい共生社会に向けた取組 
（千円） 

No 項目 内  容 課名、予算額 

18 東京2020オリン

ピック・パラリン

ピック関係事業 

 

 

（新規） 

【趣旨・目的】 
  シビックプライドの醸成を図り、明石の様々な特色を発

信するとともに、共生社会の実現のため、東京2020オリン
ピック・パラリンピックの聖火リレー・聖火フェスティバ
ルを実施するとともに、パラリンピックホストタウンとし
て交流事業を実施する。 

 
【事業の内容】 
 〇聖火リレー（シティセールス課） 

「時のまち明石」を象徴する天文科学館を出発し、明
石海峡大橋を背景にした大蔵海岸へ至るコースを、聖火
ランナーが車列とともにリレーし、オリンピックの聖火
をつなぐ。 

  ・実 施 日：2020年５月25日 
 
 ○聖火フェスティバル（シティセールス課） 

「明石原人」を模した火起こしにより採火を行い、聖
火を展示した会場で、パラリンピックの周知や明石ゆか
りのパラリンピアンの壮行イベントを実施する。 

  ・実 施 日：2020年８月16日 
 
 ○共生社会ホストタウン交流事業（政策室） 

大会終了後、明石市内において、パラリンピアンとの
交流事業を実施する。 

  ・実施時期：2020年９月（予定） 
 
【SDGｓの目標】 

  

シティセールス課 

政策室 

 

17,614 

 

 

 
 

国・県 0 
起 債 0 
その他 0 
一般 17,614 

19 最新技術（AI・RPA

等）を活用した業

務の効率化 

 

 

（新規） 

【趣旨・目的】 
  最新技術であるＲＰＡ（ロボティック・プロセス・オー

トメーション）等を駆使し、市と民間事業者で抜本的な業
務の効率化に向けた共同研究を行う。 

 
【事業の内容】 
 ・ＲＰＡを市税の賦課徴収に係る定型業務に導入し、処理

時間の短縮化を図る。 
・ＲＰＡを労務管理や給与・厚生に係る諸手続きなどの管
理業務に導入し、業務の効率化を図る。 

・モバイル端末による支援システムを固定資産の評価に係
る実地調査業務に導入し、評価作業の効率化及び客観的
な課税の推進を図る。 

 
【SDGｓの目標】 

  

職員室 

税務室 

財務室財政健

全化担当 

5,226 

 

 

 

国・県 0 
起 債 0 
その他 0 
一般 5,226 
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２ 地球と自然にもやさしいまちづくり 
（千円） 

No 項目 内  容 課名、予算額 

20 気候非常事態宣

言に関する取組 

 

 

（新規） 

【趣旨・目的】 
SDGs未来安心都市を目指す本市において、こどもたちが

未来に希望を持てるまちづくりを推進するため、「気候非常
事態宣言」を表明し、脱炭素社会の実現に向けて総合的に
取り組む。 

 
【事業の内容】 
 〇地域循環共生圏構築に関する検討業務 
  ・脱炭素社会の実現に向け、地域循環共生圏の構築推進

を図るため、地域資源を活用した「環境・経済・社会」
の統合的向上に関する検討を行う。 

 
 〇家庭用燃料電池及び蓄電池設置にかかる助成金の支給 
  ・住宅に家庭用燃料電池(コージェネレーションシステ

ム)や家庭用蓄電池を設置、または同設備が設置された
住宅を購入する個人に対して、導入にかかる費用の一
部を助成する。 

  ・家庭用燃料電池システム 80,000円 
  ・家庭用蓄電池システム  80,000円  合計50件 
 
 〇気候変動に関する啓発事業 
  ・地球温暖化を起因とする気候変動の危機について、広

く市民へ周知・啓発・環境学習を行う。 
 
【SDGｓの目標】 

      

環境総務課 

17,004 

 

国・県 9,000 
起 債 0 
その他 532 
一般 7,472 

 

21 緑のあり方に関

する検討 

 

（新規） 

【趣旨・目的】 
地域経済の発展と良好な地域環境との調和を図るた

め、工場緑地率の緩和や緑のあり方等について検討を行
う。 

 
【事業の内容】 
 〇（仮称）緑のあり方検討会 
  ・開催回数：５回程度 
  ・委  員：10名程度（学識経験者、経済・環境・地域

団体代表、公募市民など） 
  ・2020年12月までに一定の方向付けを行う予定 
 
【SDGｓの目標】 

   

政策室 

産業政策課 

1,000 

 

 

国・県 0 
起 債 0 
その他 0 
一般 1,000 
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２ 地球と自然にもやさしいまちづくり 
（千円） 

No 項目 内  容 課名、予算額 

22 豊かな海づくり

の推進 

 

 

 

（拡充） 

【趣旨・目的】 
  2021年秋の「第41回全国豊かな海づくり大会（兵庫大会）」
の明石市開催を契機として、将来にわたり、市民が自然の
恵みを享受できるとともに、まちへの愛着の醸成が図られ
るよう、市民や漁業者、国・県などと連携しながら、豊か
な海づくりに向けた取組を一層推進する。 

 
【事業の内容】 
 〇豊かな海づくり条例検討委員会の開催 

（豊かな海づくり室） 
  ・回  数：５回程度 
  ・制定時期：2021年９月議会に提案（予定） 
  ・予  算：650千円 
 
 ＜水産資源の保全＞ 
 〇ため池のかいぼりの拡充（農水産課） 

池底の泥を掻き出し、滞留する腐葉土（栄養分）を海
に放流する。 
・２か所（１か所増） 
・実施時期：2021年１～２月 
・予  算：300千円 
 

 〇海底耕耘（農水産課） 
海底を耕すことにより、海底に沈んでいる栄養分を海

水にかくはんさせる。 
・面 積：158ha 

  ・予 算：4,992千円（国庫補助事業） 
   
〇下水処理場での栄養塩管理運転（下水道室） 

二見、朝霧、大久保浄化センターにおいて、海域への
窒素供給量をできる限り増加させるとともに、2021年度
からの、全浄化センターでの栄養塩管理運転実施に向け、
船上浄化センターにおいて試行を開始する。 

 
 ＜海洋ごみの削減＞ 
 〇漁業者と連携した漂流ごみの処分（豊かな海づくり室、

農水産課） 
   漁業者、漁協、市で連携し、漂流ごみの回収に向けた

取組を進める。 
  ・予 算：12,000千円（一部国庫補助事業） 
 
＜豊かな海づくり学習＞ 
〇パネル展示「あかしの海を見てみよう」（学校教育課） 

市内小学生が、地引網体験や海苔づくりを体験し、学
習内容についてのパネル製作を行う。（各５校） 
・予  算：910千円 

 
○「わたしとぼくの『あかしの海』絵葉書コンクール」 
（学校教育課） 

市内小学生が製作した絵葉書の展示と表彰式を行う。 
  ・実施期間：2020年７月～10月（予定） 

・予  算：200千円 
 

豊かな海づくり室 

農水産課 

文化振興課 

下水道室 

学校教育課 

  100,252 

 

国・県 7,000 
起 債 81,200 
その他 0 
一般 12,052 
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２ 地球と自然にもやさしいまちづくり 
（千円） 

No 項目 内  容 課名、予算額 

  ＜全国大会の開催に向けた取組＞ 
 〇プレ大会（豊かな海づくり室） 

兵庫県実行委員会の主催により、本大会に向けたキッ
クオフイベントとして、機運の醸成を図る。 

 
 〇市民会館の改修（文化振興課） 
   大会開催に向けて、屋上防水や外壁などの施設改修、

及び設備更新などを行う。 
  ・予 算：81,200千円（全額起債） 
 
【SDGｓの目標】 
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３ まちの元気と魅力の向上 
（千円） 

No 項目 内  容 課名、予算額 

23 時の記念日100周

年・天文科学館60

周年記念事業 

 

 

（新規） 

【趣旨・目的】 
  時の記念日100周年・天文科学館60周年という節目のタイ

ミングに合わせ、「時のまち明石」、「子午線のまち明石」を
広く発信するため、イベントの実施、天文科学館分室の設
置などを行う。 

 
【事業の内容】 
 〇時のまちサミット（シティセールス課・天文科学館） 
  ・時にゆかりのある各市長が出席の上、時の記念日100周

年を記念した講演会などを行うとともに、こどもの時計
工作教室などを実施する。 

 
 ○天文科学館分室の設置（シティセールス課・天文科学館） 
  ・「天文科学館のエエトコ紹介」をコンセプトに、明石駅

前再開発ビル内に天文科学館のエッセンスを集めた分
室を設置する。 

 
〇「天文科学館開館60周年」記念事業（天文科学館） 

  ・展示更新（展示グラフィック・子午線ライン周辺の整
備等） 

  ・還暦プラネタリウムイベント 
  ・開館60周年記念映像制作 
  ・開館60周年文芸祭 
  ・記念オリジナルグッズの製作 など 
 
 〇「時の記念日100周年」記念事業（天文科学館） 
  ・特別展「『時』展覧会 2020 in 明石」  

・特別講演会 など 
 
【SDGｓの目標】 

  

シティセールス課 

天文科学館 

21,969 

 

 
 

国・県 0 
起 債 12,300 
その他 1,491 
一般 8,178 
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３ まちの元気と魅力の向上 
（千円） 

No 項目 内  容 課名、予算額 

24 「本のまち明石」

の推進 

 

 

（拡充） 

 

【趣旨・目的】 
「いつでも、どこでも、だれでも」障害の有無や年齢等

に関わらず、だれもが読書を諦めず、本に親しみ、読書を
楽しむことができるよう、ハード・ソフトの両面から、読
書バリアフリー環境の整備を行うなど、「本のまちづくり」
を進める。 

 
【事業の内容】 
 〇（仮称）あかし読書バリアフリー条例検討委員会 
  ・開催回数：３回程度 
  ・委  員：10名程度 
  ・制定時期：2020年12月議会に提案（予定） 
 

〇図書館や福祉施設、学校図書館等における読書バリアフ
リー環境の充実 
・あかし市民図書館や総合福祉センター（旧歯科診療室）

において、拡大読書器や音声読み上げ器を整備し、大
型絵本やデイジー図書を購入する。 

・学校図書館において、モデル校に音声読み上げ器を整
備する。 

 
 〇ブックスタート・ブックセカンドの継続実施 

・家庭で本に親しむ機会を提供し、親子等のコミュニケ
ーションを深めるため、４か月及び３歳児健診時に合
わせて、すべての幼児を対象に、読み聞かせや絵本を
手渡す取組等を実施する。 

 
 〇あかし保育絵本士の養成 

・読書推進活動はもとより、就学前教育の一層の充実を
図るため、幼稚園教諭や保育士を対象に、こどもと絵
本の関わり方について研修を行い、明石市オリジナル
の資格「あかし保育絵本士」を養成するとともに、認
定者のフォローアップの仕組みを構築する。 

 
 〇移動図書館車の活用 
  ・大型車と小型車の移動図書館車（２台）で、医療機関

や高齢者施設等を含む市内全域を巡回するとともに、
高齢者施設等に臨時出動して読み聞かせを行い、市内
の隅々まで、本と読書の楽しみを届ける。 

   
〇全小・中学校への学校司書の配置など学校での読書活動
の充実 
・すべての小・中学校に学校司書（14名）を配置し、学
校図書館の更なる活用を図る。 

・読書推進活動の一環として、中学校に加え、小学校で
もビブリオバトルに取り組んでいく。 

 
 〇本のまち大使による講演会等の開催 
 
【SDGｓの目標】 

   

政策室 

青少年教育課 

438,695 

 

 
 

国・県 0 
起 債 0 
その他 948 
一般 437,747 
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３ まちの元気と魅力の向上 
（千円） 

No 項目 内  容 課名、予算額 

25 歴史ある文化財

資源の活用 

 

 

（拡充） 

【趣旨・目的】 
市内に存在する貴重な文化財を市民の宝として適切に保

存し、文化財をまちづくりに活かしつつ、地域社会全体で
後世の市民への継承に取り組んでいく。 

 
【事業の内容】 
 〇文化財保存活用地域計画の策定 
  ・市内に所在する未指定文化財を含めた多様な文化財を

総合的に調査・把握した上で、まちづくりや観光など
の他の行政分野と連携を図るよう、具体的な目標や取
組内容を位置付けた文化財保存活用地域計画を策定す
る。 

  ・策定期間：2019年度～2021年度 
  ・予  算：9,045千円 
 
 〇文化財収蔵庫の設置 
  ・旧魚住清掃工場敷地内に文化財収蔵庫（展示室含む）

を設置し、旧あかねが丘学園などに保管している埋蔵
文化財の出土資料を収蔵する。 

  ・既存施設撤去工事：400,000千円（2020年度～2021年度） 
・実施設計：20,000千円 

  ・新築工事：180,200千円（2020年度～2021年度） 
  ・延床面積：1,500㎡（平屋建て） 
  ・供用開始：2022年4月（予定） 
 
【SDGｓの目標】 

  

文化振興課 

資源循環課 

229,245 

 

 
 

国・県 9,000 
起 債 220,200 
その他 0 
一般 45 

26 明石港旧灯台の

復元 

 

 

（新規） 

【趣旨・目的】 
  明石港の歴史を後世に継承するため、国の登録有形文化

財である明石港旧灯台を修復し、貴重な歴史遺産として保
存することで観光資源として活用する。 

 
【事業の内容】 
 ・灯籠部の復元 

・ライトアップの整備等 
・完成予定：2021年夏頃（予定） 
 

【SDGｓの目標】 

 

海岸課 

20,000 

 

 

 

国・県 0 
起 債 20,000 
その他 0 
一般 0 
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３ まちの元気と魅力の向上 
（千円） 

No 項目 内  容 課名、予算額 

27 平和資料室の設

置 

 

 

（新規） 

【趣旨・目的】 
  戦争体験者等の伝承の受け皿にするとともに、平和教

育・啓発の核となる施設として、文化博物館内に「平和資
料室」を設置する。 

 
【事業の内容】 
 〇平和資料室の設置 
  ・設置場所：文化博物館２階（現国際交流室） 
  ・面  積：28㎡ 
  ・供用開始：2020年７月（予定） 
  ・事業内容：内装レイアウトの変更 
        明石空襲に関する資料の展示 
 
 〇平和資料室の活用 
  ・児童生徒が戦争について学習する際に、地元で起こっ

た空襲の記憶及び記録に触れることで、戦争の悲惨さ
と平和の尊さを理解し、更なる平和学習へと広げてい
く。 

 
【SDGｓの目標】 

 

人権推進課 

2,250 

 

 
 

国・県 0 
起 債 0 
その他 0 
一般 2,250 
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４ 安全・安心（ハートフルハード）のまちづくり 
（千円） 

No 項目 内  容 課名、予算額 

28 市役所新庁舎整

備に向けた取組 

 

（継続） 

【趣旨・目的】 
  「すべての人にやさしいスリムでスマートな庁舎」を基

本理念とし、「災害時の対応力強化」、「バリアフリー・ユニ
バーサルデザインの導入」、「効率的な行政サービスの提
供」、「環境への配慮とライフサイクルコストの縮減」を整
備方針とするとともに、市民に親しまれる、明石らしい市
役所庁舎整備に向けた取組を行う。 

 
【事業の内容】 

・2019年度に策定予定の「市役所新庁舎建設基本計画」を
踏まえ、基本設計を完成させる。 

・市町村役場機能緊急保全事業の適用要件である2020年度
末までに、実施設計に着手する。 

 
【SDGｓの目標】 

   

都市開発室 

132,830 

 

 

 

国・県 0 
起 債 116,100 
その他 0 
一般 16,730 
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４ 安全・安心（ハートフルハード）のまちづくり 
（千円） 

No 項目 内  容 課名、予算額 

29 市内全域の均衡

のとれた安心の

まちづくり 

 

 

 

（拡充） 

 

 

 

 

 

 

【趣旨・目的】 
次の100年を見据えた、持続可能なまちづくりに向けた、

市民の安全と快適な暮らしを支える都市空間づくりのた
め、市内各地域の資源や特性を踏まえた計画や具体事業の
検討などの取組を進める。 
 

【事業の内容】 
市内５エリアについて取組を進める。 

 
〇明石エリア 

市役所庁舎の現地建替え、明石港周辺利活用計画の検
討及び県が進める明石港東外港地区の再開発など、県と
連携し中心市街地の南の拠点整備を進める。 

 
〇西明石エリア 

西明石活性化プロジェクト協議会で示された課題解決
に向け、旧国鉄清算事業団用地だけでなくエリア全体の
まちづくりについてＪＲ西日本と連携するとともに、事
業規模やそのスキーム等、開発の具体的内容の検討など
の取組を進める。 

 
〇大久保エリア 

ＪＴ跡地の公共公益施設用地の利活用計画の検討を行
うとともに、駅周辺のさらなる活性化に向けた取組を進
める。 

 
〇魚住エリア 

（仮称）17号池公園整備については、年齢や障害の有
無等に関わらず誰もが楽しめる施設整備を進める。 

 
〇二見エリア 

既存公共施設の老朽化等を踏まえ、地域特性や効率化
等を考慮し、機能の充実化、複合化、集約化を図るなど、
幅広い世代の交流促進と利便性向上を目指した公共施設
整備の検討を進める。 

 
【SDGｓの目標】 

    

都市開発室 

31,500 

 

 

 

国・県 0 
起 債 0 
その他 0 
一般 31,500 
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４ 安全・安心（ハートフルハード）のまちづくり 
（千円） 

No 項目 内  容 課名、予算額 

30 (仮称)17 号池公

園の整備 

 

 

（継続） 

【趣旨・目的】 
第17号池の再整備により生み出される土地を活用し、「み

んなにやさしい運動公園」をコンセプトに、スポーツや自
然に親しむことによる健康促進を図るとともに、こどもか
ら高齢者まで、障害の有無にかかわらず誰もが憩えるイン
クルーシブな空間を創出する。 

 
【事業の内容】 

野球場としても利用できる「緑のグラウンド」や各種ス
ポーツのできる「多目的グラウンド」、景観に配慮した周遊
路、障害のあるこどもも利用することができる遊具などを
備えた運動公園を整備する。 

 ・公園整備用地：約5.4ha(地権者からの寄附及び無償借地) 
 ・概算事業 費：約９億円 
 ・事 業 期 間：2018～2021年度 
 ・供 用 開 始：2022年度（予定） 
 (2020年度) 
 ・施設整備工事（園路広場、管理施設整備ほか） 
 
【SDGｓの目標】 

  

緑化公園課 

335,689 

 

 
 

国・県 150,000 
起 債 180,400 
その他 0 
一般 5,289 

31 公園灯ＬＥＤ化 

 

 

（新規） 

【趣旨・目的】 
長寿命化・省エネ化による環境負荷の低減と維持管理コ

ストの削減、照度アップによる利用者の安全・安心を確保
するため、公園灯をＬＥＤへと更新する。 

 
【事業の内容】 

350公園に設置されている約870灯の水銀灯について、２
か年でＬＥＤへ更新する。あわせて老朽化したポールにつ
いても更新する。また配置や数の適正化により、維持管理
経費の節減を図る。 

 ・2020年度：約430灯のＬＥＤ化工事 
 ・2021年度：約440灯のＬＥＤ化工事 
 
【SDGｓの目標】 

   

緑化公園課 

150,000 

 

 

 

国・県 0 
起 債 150,000 
その他 0 
一般 0 
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４ 安全・安心（ハートフルハード）のまちづくり 
（千円） 

No 項目 内  容 課名、予算額 

32 安全で利便性の

高い幹線道路の

整備（山手環状線

等） 

 

 

（拡充） 

【趣旨・目的】 
  交通渋滞の解消や都市交通の円滑化など道路機能の向上

及び周辺の土地利用増進などを図るため、幹線道路の整備
を進める。 

 
【事業の内容】 
 〇山手環状線（大窪工区） 

ＪＲ西明石駅圏とＪＲ大久保駅圏を結ぶ環状道路であ
り、国道２号の渋滞緩和及び安全で快適な通学路の確保
を図るため、未整備となっている大窪工区の整備を行う。 
・事業延長：700ｍ 
・事業期間：2020年度～2026年度 

（2020年度） 
・路線測量、詳細設計等 

 
○江井ヶ島松陰新田線 

大久保北部と神戸市西区を結ぶ幹線道路であり、国道
２号や県道神戸明石線の渋滞緩和を図るため整備を行
う。 

   ・事業延長：1,500ｍ 
   ・事業期間：2016年度～2023年度 
 （2020年度） 
  ・道路築造工事、用地買収、物件移転補償、物件調査等 
 
【SDGｓの目標】 

   

道路整備課 

213,100 

 

 

 

国・県 83,000 
起 債 129,400 
その他 0 
一般 700 
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４ 安全・安心（ハートフルハード）のまちづくり 
（千円） 

No 項目 内  容 課名、予算額 

33 人にやさしい道

づくり 

 

 

（継続） 

【趣旨・目的】 
交通安全・バリアフリーの促進のため、ユニバーサルデ

ザインの「人にやさしい道づくり」をハード・ソフト両面
から推進する。 
 

【事業の内容】 
 ○通学路安全対策  

・市内小学校（一部）の通学路点検 
・太寺上ノ丸２号線他の歩道拡幅 
 

 〇未就学児移動経路の安全確保工事 
  ・防護柵の設置、路側帯の設置、路側帯等路面表示の補

修他 
 

 ○交通安全対策 
  ・長坂寺線（あんしん歩行エリア）：用地買収、物件補償

工事、用地測量等 
・林崎松江海岸駅アクセス道路：用地買収、物件補償、
道路改良工事 

 
○踏切安全対策  
・ＪＲ南畑：横断歩道橋設置 
      2023年度供用開始（予定） 
・山電東二見農協前：拡幅（歩道設置）  

 
○自転車利用環境整備  
・大久保駅南地区（大久保417号線）他  

  
【SDGｓの目標】 

   

道路整備課 

学校教育課 

481,700 

 

 
 

国・県 212,550 
起 債 202,400 
その他 66,667 
一般 83 

34 山陽電鉄バリア

フリー化の促進 

 

 

（拡充） 

【趣旨・目的】 
障害者や高齢者をはじめ、誰もが快適に鉄道を利用でき

るよう、市内鉄道駅のバリアフリー化を促進する。 
 

【事業の内容】 
山陽電鉄が実施するバリアフリー化工事に対して、補助

金を交付する。（負担割合：国1/3、県1/6、市1/6） 
 〇林崎松江海岸駅 

・事 業 期 間：2019年度～2020年度 
・供 用 開 始：2020年度（予定） 
・概算事業費：約3億1,200万円 

（2020年度） 
・設置工事費：292,000千円（うち明石市48,666千円） 

 
 〇中八木駅 

・事 業 期 間：2020年度～2021年度 
・供 用 開 始：2021年度（予定） 
・概算事業費：約1億2,150万円 

（2020年度） 
・詳細設計費：4,500千円（うち明石市750千円） 

 
【SDGｓの目標】 

 

都市総務課 

49,416 

 

 
 

国・県 0 
起 債 49,300 
その他 0 
一般 116 



29 

 

４ 安全・安心（ハートフルハード）のまちづくり 
（千円） 

No 項目 内  容 課名、予算額 

35 ホームドア設置

の促進 

 

 

（継続） 

【趣旨・目的】 
障害者や高齢者をはじめ、誰もが安全で快適に鉄道を利

用できるよう、市内鉄道駅へのホームドアの設置を促進す
る。 

 
【事業の内容】 

ＪＲ西日本が実施するホームドア設置工事に対して、補
助金を交付する。（負担割合：国1/3、県1/6、市1/6） 
〇ＪＲ西明石駅（５・６番線） 
・事 業 期 間：2018年度～2021年度 
・供 用 開 始：2021年度（予定） 
・概算事業費：約17億6,100万円 
・種   別：昇降式ホーム柵 

（2020年度） 
・設置工事費：800,517千円（うち明石市133,419千円） 

 
〇ＪＲ西明石駅（３・４番線） 
・事 業 期 間：2020年度～2023年度 
・供 用 開 始：2023年度（予定） 
・概算事業費：約17億6,100万円（設計により決定） 
・種   別：昇降式ホーム柵 

（2020年度） 
・詳細設計費：45,000千円（うち明石市7,500千円） 
 

【SDGｓの目標】 

 

都市総務課 

140,919 

 

 

 

国・県 0 
起 債 140,900 
その他 0 
一般 19 
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４ 安全・安心（ハートフルハード）のまちづくり 
（千円） 

No 項目 内  容 課名、予算額 

36  災害に強いまち

づくりの推進 

 

 

（拡充） 

【趣旨・目的】 
安全・安心のまちづくりを推進し様々な災害から市民を

守るため、（仮称）あかし安全のまちづくり計画（国土強靭
化計画）の策定や避難所設備の充実等により、地域防災力・
災害対応能力の向上を図る。 

 
【事業の内容】 
 〇（仮称）あかし安全のまちづくり計画（国土強靭化計画）

の策定 
  ・策定時期：2020年6月（予定） 
 
 〇避難所設備の充実 
   災害等による停電に備え、指定避難所である小中学校

に、静粛性が高く、取扱いが容易である災害対策用蓄電
池（リチウムバッテリー）を整備する。 

  ・目標数：ポータブルリチウムバッテリー 50台 
       ソーラーパネル 50台 
  ・2020年度整備予定数：各５台 
  ・整備期間：５年 
 
 〇デジタル簡易無線の代替品としてのスマートフォン導入 

災害等における通信機能の強化を図るため、熊本地震
の際にも通信手段として効果を発揮したスマートフォン
を配備する。 
・導入台数：20台 
・整備期間：２年 
・供用開始：2020年4月（予定） 
・活用方法：水防活動、防災訓練やイベントでの警備等 

 
【SDGｓの目標】 

  

総合安全対策室 

7,370 

 

 
 

国・県 0 
起 債 0 
その他 0 
一般 7,370 
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５ こども総合支援の充実 
（千円） 

No 項目 内  容 課名、予算額 

37 待機児童対策 

 

 

（拡充） 

【趣旨・目的】 
2021年４月の待機児童解消を図るため、都市公園や公立

幼稚園などの公共空間を活用した施設整備などにより、合
わせて1,500人規模の受け入れ枠の拡充とそれに伴い必要
な保育士の確保策を講じ、保育の量と質を確保する。 

 
【事業の内容】 

〇受け入れ枠の拡充 合計1,500人 
・公園内保育所等の新設 410人 
・保育所、認定こども園の新設（早期開園促進） 225人 
・保育所、認定こども園の新設、増築等 475人 
・幼稚園内小規模保育事業所の設置等 56人 
・小規模保育施設の設置等 209人 
・企業主導型保育事業の推進等 125人 
※将来の潜在的な保育ニーズにも対応可能な未就学児童
数の50％を超える児童が利用できる環境を整備 

 
〇保育士の処遇改善（継続） 
・私立保育所等の保育士の定着を促進するため、採用後
７年間で最大150万円の定着支援金を支給 

・保育士の処遇改善を実施する私立保育所等に対し、月
額給与増額分の１／２、１万円を限度に助成 

・採用から５年までの保育士のために私立保育所等が宿
舎を借り上げる場合、その費用の一部を助成 

 
〇保育士の就労支援（継続） 
・保育士総合サポートセンターによる求職者と保育所等
のマッチングの実施、出張相談の実施 

・保育士就職フェアや保育所見学バスツアーの開催 
・保育士養成学校への積極的なＰＲの実施 

 
〇保育所職場環境向上に向けた取組（継続） 
・保育士の定着のため職場環境向上に取り組む法人に対
する支援を行う、いきいき保育職場応援事業を実施 

 
〇保育の質の向上に向けた取組（継続） 
・新卒保育士向け等階層別研修の実施 

 
【SDGｓの目標】 

    

待機児童緊急

対策室 

3,915,888 

 

 
 

国・県 2,623,898 
起 債 946,300 
その他 19,642 
一般 326,048 
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５ こども総合支援の充実 
（千円） 

No 項目 内  容 課名、予算額 

38 幼稚園給食の 

実施 

 

 

（新規） 

【趣旨・目的】 
待機児童解消のため、小規模保育事業所の連携先として、

幼稚園が選択されるよう機能強化を行うとともに、保護者
の負担軽減を図る。 

 
【事業の内容】 
 〇給食の提供方法 

・民間の給食センターで調理した給食（お弁当形式）を
外部搬入して提供する。 

・給食は選択制とする。 
・給食は有償とし、副食費相当額は無償とする。 

 

〇給食の提供日及び提供数 

・４～５歳児では年間150日程度、３歳児では55日程度提
供する。就労枠利用者については、午前保育の日及び
長期休業中も給食を提供する。 

・喫食数は、午後保育のある日は約2,600食/１日、午前
保育の日及び長期休業中は約400食/１日（就労枠利用
者）を想定。 

 

〇給食の開始予定時期 
・2020年９月～ 

 
【SDGｓの目標】 

     

こども育成室 

154,257 

 

 

 

国・県 0 
起 債 0 
その他 21,257 
一般 133,000 

39 幼稚園３歳児枠

の拡充 

 

 

（拡充） 

【趣旨・目的】 
全てのこどもが質の高い幼児教育を受けることができる

よう、３歳児の受け入れ枠を拡充する。 
 
【事業の内容】 
 〇受け入れ枠の拡充方法 

・定員を超える応募があった園において、３歳児の定員

を拡大する。 

・定員の拡大に伴い、必要となる職員の採用を行う。 

（幼稚園教諭 20 名程度） 

・定員の拡大に伴い、３歳児保育室の床改修、クロス張

替え及び照明器具の交換等を行う。 
 
【SDGｓの目標】 

    

こども育成室 

135,300 

 

 
 

国・県 0 
起 債 0 
その他 0 
一般 135,300 
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５ こども総合支援の充実 
（千円） 

No 項目 内  容 課名、予算額 

40 産後ケア事業の

拡充 

 

 

（拡充） 

【趣旨・目的】 
  安心して出産・育児ができる環境の充実を図るため、母

体の回復と不安の軽減、育児方法の獲得などを目的に専門
職による支援を実施する。 

 
【事業の内容】 

2019年10月から実施している宿泊型、デイサービス型の
モデル事業を踏まえ、新たに訪問型を実施する。 

  ・対 象 者：産後すぐから概ね４か月までの母児 
・種 類：宿泊型、デイサービス型、訪問型 
・実施方法：医療機関、助産所、助産師、保健師等の専

門職の委託 
・実施内容：母の休息や休眠の支援、乳房ケアや沐浴等

の育児指導、育児相談 
 
【SDGｓの目標】 

  

こども健康課 

38,450 

 

 
 

国・県  15,893 
起 債 0 
その他 3,400 
一般   19,157 

41 ０歳児の見守り

事業の実施 

 

 

（新規） 

 

【趣旨・目的】 
虐待による死亡事例のうち約半数が０歳児であることを

鑑みて、０歳児の家庭に対して、毎月、定期的に関わりを
持ち、不安や悩みを聴きながら見守りを行うため、市の子
育て情報の提供やおむつなどの赤ちゃん用品の配達を活用
した０歳児の見守り事業を実施する。 

 
【事業の内容】 
  子育て経験があり、市が実施する研修を受講した配達員

が、０歳児の保護者に不安や心配ごとがないかなどの声を
かけ、赤ちゃんの健やかな成長に役立つ様々な情報を届け
るとともに、面談のきっかけとして、月3,000円相当の赤ち
ゃん用品を配達し、提供する。 

  今後については、事業効果等の検証を踏まえながら取り
組む。 

 ・期 間：生後３か月から満１歳の誕生月まで 
 ・回 数：10回 
 
【SDGｓの目標】 

   

子育て支援課 

63,000 

 

 
 

国・県 0 
起 債 0 
その他 0 
一般 63,000 

42 新生児聴覚検査

費用の助成 

 

 

（新規） 

【趣旨・目的】 
  先天性難聴を早期に発見し、適切な支援に早期に繋ぐた

め、出生直後に実施される新生児聴覚検査（初回検査）に
係る費用の助成を行う。 

 
【事業の内容】 
 ・助 成 額：上限5,000円まで 

・対 象 者：2020年４月１日以降に出生した児 
・助成方法：助成券を交付、受診機関に提出 

  
【SDGｓの目標】 

 

こども健康課 

18,300 

 

 
 

国・県  0 
起 債 0 
その他 0 
一般   18,300 
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５ こども総合支援の充実 
（千円） 

No 項目 内  容 課名、予算額 

43 児童虐待対応と

支援の強化 

 

 

（拡充） 

【趣旨・目的】 
  増加している児童虐待へ適切かつ迅速に対応するととも

に、こども・家庭への柔軟で継続した支援を実施するため、
市内初となる児童家庭支援センター等の開設を促進し、市
全体の児童虐待対応機能の強化を進める。 

 
【事業の内容】 
 〇児童家庭支援センターの設置及び運営支援 

・児童相談所業務の補完的な役割を担う児童家庭支援セ
ンターの設置に対する補助（国庫）を行い、設置を促
進し、地域におけるこども・家庭への支援を図る。 

・開設場所：明石市内 
  ・実施主体：市内の児童福祉施設等 
  
 〇児童自立援助ホームの運営支援 
  ・15歳以上20歳未満のこどもが自立した社会生活を送れ

るよう支援する児童自立援助ホームの円滑な運営等に
ついて支援（国庫）を行う。 

  ・開設場所：明石市内 
  ・実施主体：社会福祉法人、NPO法人など 
 
【SDGｓの目標】 

  

明石こどもセ

ンター総務課 

65,000 

 

 

 

国・県 32,500 
起 債 0 
その他 0 
一般 32,500 

44 「西日本こども

研修センターあ

かし」での高度で

専門的な研修の

実施 

 

 

（拡充） 

【趣旨・目的】 
児童虐待防止に向けての対応力を強化するため、一般財

団法人あかしこども財団により「西日本こども研修センタ
ーあかし」（2020年３月竣工）を設置するとともに、同施設
において児童相談所職員等を対象とした高度で専門的な研
修を行う。 

 
【事業の内容】 
 〇児童虐待対応にかかる高度で専門的な研修の実施 
  ・国の「虐待・思春期問題情報研修センター事業」とし

て研修を行う西日本唯一の拠点となる「西日本こども
研修センターあかし」を開設し、全国の児童相談所職
員など、施設関係職員を対象とした高度で専門的な研
修を実施する。 

  ・児童相談所児童福祉司ＳＶ義務研修、児童心理司指導
者研修、市区町村子ども家庭支援指導員研修など年14
本程度を実施予定。 

・実施主体：一般財団法人あかしこども財団 
 
【SDGｓの目標】 

  

明石こどもセ

ンター総務課 

120,206 
 

国・県 120,206 
起 債 0 
その他 0 
一般 0 
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５ こども総合支援の充実 
（千円） 

No 項目 内  容 課名、予算額 

45 あかし里親

100％プロジェク

トの推進 

 

 

（拡充） 

【趣旨・目的】 
すべてのこどもが家庭のぬくもりを感じながら一人ひと

りに望ましい環境で生活し、安全・安心に育ち、自立する
ことができるようにするため、里親家庭をさらに増やし、
里親養育に対する支援の充実を図る。 

 
【事業の内容】 
 〇里親制度の啓発・リクルート 

・あかし里親センターにおいて、各種媒体による周知啓
発、重点地域での出張里親相談会、里親カフェ事業等
を実施 

  ・短期間こどもを養育するショートステイ里親の推進  
  

〇里親の養育力の向上を図る取組 
  ・里親基礎研修の回数増（年４回→年６回） 
  ・養育技術向上のためのテーマ別勉強会の実施 
   
 ○里親養育への支援 
  ・市内里親による養育ノウハウ集の作成 
  ・（仮称）里親養育協力員による養育や家事の援助 

・里親子のマッチングにかかる費用の補助 
 
 〇関係機関との連携 
  ・あかし里親推進連絡会議における関係機関（乳児院、

児童養護施設、里親会など）の連携強化 
  ・明石地区里親会による里親相互の研鑽・交流 
 
【SDGｓの目標】 

  

さとおや課 

14,720 

 

 
 

国・県 6,385 
起 債 0 
その他 0 
一般 8,335 

46 地域におけるこ

どもの居場所づ

くり 

 

 

（拡充） 

【趣旨・目的】 
子育て支援活動に取り組む団体を支援し、育成すること

により、地域で子育てを応援する基盤を形成し、地域の子
育て力の拡大と地域コミュニティの醸成を図るとともに、
こども食堂が、気づきの地域拠点として適切に機能するよ
う、運営団体に対し支援を行う。 

 
【事業の内容】 
 〇地域活動支援事業の充実 

こどもたちへの学習支援など、地域における子育て支
援活動に取り組む団体への支援・育成 
・地域活動団体への助成金交付 
・地域活動団体との情報共有、広報の協力 
・地域活動団体への助言、研修の実施 

 
〇こども食堂の開設・運営支援、機能強化 

こども食堂を開設・運営する団体への支援、気づきの
拠点としての機能強化 
・こども食堂運営団体への助成金交付 
・こども食堂運営団体との情報共有、広報の協力 
・こども食堂運営団体への助言、研修の実施 

 
【SDGｓの目標】 

      

子育て支援課 

25,600 

 

 
 

国・県 0 
起 債 0 
その他 24,500 
一般 1,100 
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５ こども総合支援の充実 
（千円） 

No 項目 内  容 課名、予算額 

47 こども養育支援

の取組 

 

 

（継続） 

【趣旨・目的】 
  こどもを社会全体で守り、健全に育んでいくため、離婚

や別居に伴う面会交流や養育費の確保などの「こども」の
養育支援について、支援策の充実を図る。 

 
【事業の内容】 
 〇既存支援策の継続実施 
  ・養育支援講座（ガイダンス）の実施 
  ・面会交流のコーディネート 
  ・養育費立替パイロット事業の実施 
 
 〇養育費確保のための更なる支援策の検討 

・養育費に関する検討会を開催し、有識者や当事者等か
ら意見を伺い、養育費確保のための更なる支援策を検
討する。 

 
【SDGｓの目標】 

  

市民相談室 

6,080 

 

 

 

国・県 1,834 
起 債 0 
その他 0 
一般 4,246 

48 新たな奨学金制

度の検討 

 

 

（新規） 

【趣旨・目的】 
親の意思や経済的な環境に依拠せず、こどもが自らの

意思で夢に向かい進学できるよう、給付型奨学金制度の
創設に向けた検討を行う。 

 
【事業の内容】 
 〇（仮称）新たな奨学金のあり方検討会 
  ・開催回数：４回程度 
  ・委  員：10名程度（学識、奨学金支給団体代表者、

学習支援団体代表者、市） 
  ・給付開始：2022年春（予定） 
 
【SDGｓの目標】 

   

政策室 

396 

 

 
 

国・県 0 
起 債 0 
その他 0 
一般 396 
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５ こども総合支援の充実 
（千円） 

No 項目 内  容 課名、予算額 

49 放課後児童クラ

ブの充実 

 

 

（拡充） 

【趣旨・目的】 
  放課後児童クラブの高まるニーズに対する安定的な育成

支援の提供と質の向上を図るため、支援員及び施設を十分
に確保するとともに、運営体制を強化し、指導体制や育成
内容の充実に取り組む。   

 
【事業の内容】 

〇支援員及び施設の確保 
・優秀な支援員を安定的に確保するための処遇改善 
・学校の余裕教室や放課後の特別教室などを最大限に活
用した施設整備 

 
 〇運営体制の強化 

・運営の委託先を一般財団法人あかしこども財団に変更 
・市やこども支援に関わる関係機関との連携強化 

 
〇指導体制の充実 
・放課後児童支援員認定資格研修の実施（予定）による
支援員と補助員の質の向上 

・アドバイザーや主任支援員の更なる配置による指導体
制の強化 

 
〇育成内容の充実 
・保護者のニーズを踏まえた、夏休み期間のみ入所の実
施を全児童クラブへ拡充 

・学校や地域との連携による支援体制や育成内容の充実 
 

【SDGｓの目標】 

    

こども育成室 

873,422 

 

 
 

国・県 335,348 
起 債 17,400 
その他 328,029 
一般 192,645 

50 小中学校特別教

室へのエアコン

の設置 

 

 

（拡充） 

【趣旨・目的】 
こどもの体力・健康維持や学習環境の向上を図るととも

に、地域の拠点としての学校施設の活用に向けて、小中学
校の特別教室にエアコンを設置する。 

 
【事業の内容】 
 ○小学校（全28校） 
  2019年度からの２か年で全校の特別教室に設置 
  ・2020年度設置予定校（12校） 
   明石、松が丘、大観、王子、林、和坂、貴崎、高丘東、 
   高丘西、谷八木、錦が丘、二見 
 
 ○中学校（全13校） 
  ・2020年度設置予定校（13校） 
   錦城、朝霧、大蔵、衣川、野々池、望海、大久保、 
   大久保北、高丘、江井島、魚住、魚住東、二見 
 
【SDGｓの目標】 

 

学校管理課 

1,146,500 

 

 

 

国・県 197,500 
起 債 949,000 
その他 0 
一般 0 
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５ こども総合支援の充実 
（千円） 

No 項目 内  容 課名、予算額 

51 誰にもやさしい

学校づくりに向

けた取組 

 

 

（拡充） 

【趣旨・目的】 
  ハード・ソフト両面から、誰にもやさしい学校づくりを 

推進するため、施設のバリアフリー化を進めるとともに、
学校に在籍する特別な支援を必要とする児童生徒に対し
て、特性に応じた支援を実施するための人員を適正に配置
する。 

 
【事業の内容】 
 <ハード面> 
 〇トイレの改修 
  ・小学校 
    工  事：山手小学校 

設  計：人丸小学校 
  ・中学校 
    工  事：大久保中学校 
    設  計：魚住東中学校 
 〇エレベーターの設置 
  ・小学校 
    工  事：大久保小学校、山手小学校 
    設  計：沢池小学校、江井島小学校 
  ・中学校 
    工  事：江井島中学校 
 
 <ソフト面> 

〇通常学級における特別支援教育指導員の適正配置（70名） 
・2019年度65名から５名増員 

〇特別支援学級におけるパート介助員の適正配置（80名） 
・2019年度76名から４名増員 

 
【SDGｓの目標】 

 

学校管理課 

学校教育課 

611,534 

 

 

(次年度繰越

分含む)  

国・県 40,623 
起 債 372,500 
その他 0 
一般 198,411 

52 中学校給食の無

償化 

 

 

（新規） 

【趣旨・目的】 
こどもの夢と心身の健やかな成長を社会全体で応援する

取組の一環として、特に教育費の負担が大きい中学生のい
る世帯について負担軽減を図るため、給食費を無償化する。 
 

【事業の内容】 
明石市立中学校の生徒に無償で給食を提供する。 

 ・対象者：市立中学校在籍生徒 
・対象額：学校給食費実費額 

 
【SDGｓの目標】 

    

学校給食課 

350,000 

 

 

 

国・県 0 
起 債 0 
その他 0 
一般 350,000 
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５ こども総合支援の充実 
（千円） 

No 項目 内  容 課名、予算額 

53 小中一貫教育に

よる魅力ある学

校づくり 

 

 

（新規） 

【趣旨・目的】 
こどもたちの教育環境の充実を図るため、高丘中学校区

（高丘東小、高丘西小、高丘中）のさらなる魅力ある学校
づくりを進め、2021年度からの高丘中学校区の小中一貫教
育の実施を目指す。 

 
【事業の内容】 

 〇ＡＬＴ（外国人講師）派遣日の増加 

・対 象 校：高丘東小学校、高丘西小学校 

・対象学年：１、２年生 

・実施期間：2020年４月～ 

      

（高丘中学校区ALT配置時間） 

学年 ALT配置時数 年間授業時数 

小学１、２年生 10時間程度 ― 

小学３、４年生 18時間 35時間 

小学５、６年生 35時間 70時間 

 ○併設型小中一貫校の導入に向けた取組 
  ・教育課程等の研究、作成 
  ・教職員の配置計画等の作成 など 
 
【SDGｓの目標】 

 

学校教育課 

4,318 

 

 

 

国・県 0 
起 債 0 
その他 0 
一般 4,318 

54 地域で支える学

習支援の拡充 

 

 

（拡充） 

【趣旨・目的】 
地域住民等の協力のもと、こどもたちにとって多様な学

習機会をより多く提供するとともに、学力の向上を図るた
め、学習の遅れの解消や学習習慣の定着に繋がる取組を行
う。 

 
【事業の内容】 
 〇わくわく地域未来塾 

・事業内容：算数・国語の学習教室を全28小学校で土曜
日などに実施 

・拡充内容：年間５回増加予定（夏季休業期間も開催）
2019年度20回→2020年度25回程度 

・対 象 者：小学校３年生など 
・参加者数：450人程度 
 

 〇数学・英語応援団 
  ・事業内容：数学・英語の放課後学習教室を全13中学校

で年間20回程度実施 
・対 象 者：中学生 
・参加者数：250人程度 

 
【SDGｓの目標】 

  

学校教育課 

青少年教育課 

18,310 

 

 

 

 
 

国・県 5,422 
起 債 0 
その他 0 
一般 12,888 
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５ こども総合支援の充実 
（千円） 

No 項目 内  容 課名、予算額 

55 （仮称）「学びと

育ち支援システ

ム」（統合型校務

支援システム）の

導入 

 

 

（新規） 

【趣旨・目的】 
  こどもたち一人ひとりの学びと育ちに関わる情報をICT

により、教員・学校間はもとより、関係機関とも効果的・
効率的に情報共有を図り、きめ細やかで一貫した指導や支
援に活かすため、（仮称）「学びと育ち支援システム（統合
型校務支援システム）」を導入する。 

 
【事業の内容】 
 〇先進地への視察 
 
 〇導入検討チームによるシステム仕様の決定 
  ・成績情報や学習での記録等 

・「子どもの学びと育ちの個人カルテ」の作成 
  （児童生徒の健康診断やアレルギー情報の登録） 
 
【SDGｓの目標】 

 

あかし教育研

修センター 

500 

 

 

 
 

国・県 0 
起 債 0 
その他 0 
一般 500 

 

 


